
令和３年５月20日から21日にかけての梅雨前線による大雨について
（京都府の気象速報）

令和3年5月21日16時現在 気象速報 京都地方気象台

この資料は速報として取り急ぎまとめたものです。そのため、後日内容の一部訂正や追加をすることがあります。

概要
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【気象の概要等】
5月20日から21日にかけて、梅雨前線上に発生した低気圧が日本海を東北東に進みました。西日本では梅雨前線や低気圧に向
かって暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常に不安定となりました。このため、京都府では南部を中心に大雨となり、20日
09時（降り始め）から21日16時までの降水量は京田辺で159.0ミリ、長岡京で135.0ミリ、京都市中京区で120.5ミリを観測しました。
京田辺では3時間降水量、6時間降水量、12時間降水量の期間最大値が5月としての極値を更新しました。
この大雨により、京都府と京都地方気象台は土砂災害警戒情報を京都市左京区に発表し、鴨川・高野川に氾濫注意情報を発表しま
した。
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